
令和６年度 第５回TQM発表大会 （令和７年２月１日）

1

サークル：薬待Tell
テーマ：調剤薬の搬送依頼を削減する
発表者：原 和樹

2

サークル：どうするサポセン
テーマ：入退院サポートセンター

患者同線短縮化
発表者：石飛美智江

3

サークル：祈りのカルテ
～会計待ち時間の短縮～

テーマ：会計待ち時間対策
発表者：白濵成一郎

三原真理

4

サークル：おしごと効率化したい
テーマ：造影CTにおける、疑義照会効率化
発表者：細田隆太朗

5

サークル：新しい防災のリーダーズ
テーマ：火災発生時のアクションカード

の見直しと周知
発表者：浦部涼子

第1部：QCサークル活動完了発表 No.1-5



第2部：効果の追跡報告 No.1

1

サークル：メガネは拭いても、
モニタ拭かず

テーマ：医用画像表示用モニタの
管理効率の向上

発表者：石倉諒一

第３部：特別講演
公益財団法⼈⼩倉医療協会 三萩野病院 原⽥政実⽒

「QCストーリーナビを使⽤した、問題解決型QCストーリーの解説」をタイ
トルに問題解決型QCの進め⽅、気を付けるところ、報告書やプレゼンの作
り⽅などを丁寧に解説していただきました。

原⽥先⽣には、発表サークル１演題毎
にご講評をしていただきました。



結果発表

病院⻑賞
「おしごと効率化したい」

TQM発表⼤会⻑賞
「どうするサポセン」

優秀賞
「薬待Tell」

アイデア賞
「新しい防災のリーダーズ」

チームワーク賞
「祈りのカルテ」



第5回TQM発表⼤会アンケート結果

参加者：58名アンケート回答者数：39名（回収率：67.2％）
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Ⅰ.TQM発表⼤会はいかがでしたか
（回答数：39）
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5.その他

4.上司の勧め

3.今後の参考にするため

2.興味があった

1.所属部署の発表があった

Ⅱ.TQM発表⼤会に参加された動機は？
（複数回答可）

その他の意⾒
・運営にかかわっていた
・ワーキングメンバー
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6.メガネは拭いても

3.祈りのカルテ

2.どうするサポセン

1.薬待Tell

5.新しい防災のリーダーズ

4.おしごと効率化したい

Ⅳ.良かったと思うサークルは？

あった
84%

なかった
16%

Ⅴ.ご⾃⾝の部署で活かせるものは
（回答数：38）
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6.メガネは拭いても

5.新しい防災のリーダーズ

4.おしごと効率化したい

3.祈りのカルテ

2.どうするサポセン

1.薬待Tell

Ⅲ.どのサークルの発表を聞きましたか（複数回答可）

第5回TQM発表⼤会アンケート結果

(%)



サークル 理 由
5 ⾃部署のアクションカードの⾒直しが必要と感じた。
4 業務フロー図を作成してどこに問題があるかを明確にされたのが参考になった。
6 追加報告のスライドが⾒やすかったです。
5 何かあった時の対応への不安は⾃分の部署にもあるなと思いました。
5 わからないところを専⾨の部署の⼈を巻き込んで理解していくのはとてもよいと

思った
5 アクションカードの運⽤
5 部署で活かせる
3 データのとりかた
5 今後の備えに役⽴ちそうです。
2 待ち時間は課題ですが、1⼈の患者さんの⼿続きを通してのじかんはきっと改善して

ると思います
4 TQMのやり⽅が参考になった
5 実際に困っていることだったので、活⽤できるため。
5 ⽇ごろから考えておくことだから
4 複数部署での活動であった
4 患者情報を事前に確認して医師に確認しておくこと
1 ⾃部署に関連しているため

第5回TQM発表⼤会アンケート結果

Ⅴ‐Ⅱ.⾃⾝の部署で活かせる活動とその理由

Ⅵ.その他、ご意⾒、ご感想
・原⽥先⽣の講義がとてもわかりやすかったです
・原⽥先⽣の講演がわかりやすく参考になった。
・看護師の管理職が定期的に集まっていると知り勉強になった。
・原⽥先⽣の講演がとても勉強になりました。テーマの決め⽅や⽬標の⾒せ⽅を今まで誤解
していた部分があったので、今回正しい⼿法が勉強できて良かったです。

・スライドの作り⽅など参考になった
・チームで課題に取り組み、成果に結びつき、皆さんの活動は素晴らしいです！
・時間厳守でお願いします
・初めて参加しましたが、院内で素敵な取り組みがあって感動しました。時間延⻑がないと
さらに良かった

・TQMで業務の問題点を解決することはとても良いと思いますが、サークルとして実施する
ことに⾮常に負担があるように感じます。もう少し負担感を減らす⽅法があるとよいと思
います。（現状全て時間外にせざるを得ない）

・活動が現場に反映されることが良くわかりました。終了時間が延⻑しすぎです
・TQM活⽤がゴールではなく、それこそが次のステップにつながる、何かを得られるもの
だと思いました


